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 協議第２４号資料 
 
 
 

「「一一般般職職のの職職員員のの身身分分のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

 職 員 数 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ ～ ４ 
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１　職員数 人 人
　（平成１６年４月１日　現在） 　（平成１６年４月１日　現在）

２　職層別人数 　部長級 人 　部長級 人
　部次長級 人 　部次長級 人
　課長級 人 　課長級 人
　課長補佐級 人 　課長補佐級 人
　係長級 人 　係長級 人
　一般職・教員等 人 人
　（平成１６年４月１日　現在） 　（平成１６年４月１日　現在）

３　級別職種 　〔全職種〕 　〔行政職〕
１級 １　定型的な業務を行う主事もしくは技師 １級
　　又はこれに相当する職務
２　事務員もしくは技術員又はこれに相当 ２級 主事、技師、保育士、児童厚生員、教諭
　　する職務 ３級

２級 １　主事もしくは技師又はこれに相当する
　　職務 ４級
２　相当高度の知識又は経験に基づく事
　　務員もしくは技術員又はこれに相当す ５級
　　る職務

３級 １　高度の知識又は経験を必要とする主
　　事もしくは技師又はこれに相当する ６級
　　職務

４級 １　係長又はこれに相当する職務
５級 １　相当困難な業務を処理する係長又は
　　これに相当する職務 ７級

６級 １　困難な業務を処理する係長又はこれ
　　に相当する職務 ８級 参事、※課長、※局長、

７級 １　課長補佐又はこれに相当する職務 ※印の付されている職務については，
高度の知識又は経験を必要とする職務とする。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １０　一般職の職員の身分の取扱い 部　 会 　名 総　　　務

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 職員数等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

８
９
２０
３９

－
－

８０３
２，０５２

３，２８７ ７６

２１
４６
１３３
２３２

　一般職・教員等

主事補、技師補、保育士、児童厚生員、教
諭

主任主事、主任技師、保育士、児童厚生
員、教諭

主査、※主任主事、※主任技師、※保育
士、※児童厚生員、教諭

係長、主席保育士、主任保育士、主任児
童厚生員、※主査、※保育士、※児童厚
生員、主任教諭、※教諭

課長補佐、保育所長、児童館長、副主幹、
※主席保育士、※主任保育士、※主任児
童厚生員、局長、幼稚園長、課長、※係
長、※主査

課長、主幹、※保育所長、※児童館長、局
長、幼稚園長

　香南町の定数内の職員は、すべて高松
市の職員として引き継ぐ。
　職員の任免、給与その他の身分の取扱い
については、高松市の職員と不均衡が生じ
ないよう公正に取り扱うものとし、その細目
は、両市町の長が別に協議して定める。
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　〔技能職〕
８級 １　課長又はこれに相当する職務 １級
２　困難な業務を処理する課長補佐又は
　　これに相当する職務 ２級

９級 １　部次長又はこれに相当する職務
２　困難な業務を処理する課長又はこれ ３級
　　に相当する職務

１０級 １　部長又はこれに相当する職務 ４級
２　困難な業務を処理する部次長又はこ
　　れに相当する職務

１１級 １　困難な業務を処理する部長又はこれ
に相当する職務

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 職員数等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

高度の技能又は経験を必要とする技能職
及び労務職の職務

自動車運転手、用務員、調理員その他の
技能職及び労務職の職務

相当の技能又は経験を必要とする技能職
及び労務職の職務

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １０　一般職の職員の身分の取扱い 部　 会 　名 総　　　務

特に高度の技能又は経験を必要とする技
能職及び労務職の職務
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（平成１６年４月１日現在） （平成１６年４月１日現在）

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １０　一般職の職員の身分の取扱い 部　 会 　名 総　　　務

分　　　　類 職員数等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

３４７，５８９円 平均給料月額

問　　題　　点　　・　　課　　題

４　平均給料月額
　　等

区分 一般行政職 技能職 区分 一般行政職 技能職

３１１，６３２円 ２９０，２６６円

平均給与月額 ４１７，２７２円 ３９０，９５０円 平均給与月額 ３３０，３７０円 ２９４，１８３円

平均給料月額 ３５８，５３９円

平均年齢 ４２歳２月 ４４歳４月 平均年齢 ４２歳３月 ５２歳１月

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案
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 協議第２５号資料 
 
 
 

「「一一部部事事務務組組合合等等のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

一 部 事 務 組 合 等 の 状 況 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ６ ～ ８ 
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１　高松地区広域 　（構成市町） 　（構成市町）

　　市町村圏振興 　高松市・塩江町・香川町・香南町・直島町・三木町・ 　高松市と同じ。

　　事務組合 　牟礼町・庵治町・綾上町・綾南町・国分寺町

　（共同で実施している事務） 　（共同で実施している事務）

　①　広域市町村圏計画の策定 　①　高松市と同じ。

　②　広域市町村圏計画実施のための連絡調整 　②　高松市と同じ。

　③　総合老人ホーム「ひぐらし荘」の設置・管理運営　③　高松市と同じ。

　④　介護認定審査会の設置・管理運営 　④　高松市と同じ。

　⑤　広域交流センターの設置・管理運営 　⑤　高松市と同じ。

　⑥　し尿処理施設の設置・管理運営 　⑥　高松市と同じ。

　⑦　南部ごみ処理施設及び同施設に併設する関 　⑦　高松市と同じ。

　　　連施設の設置・管理運営

　⑧　西部ごみ処理施設と、それに併設するスポーツ 　⑧　該当なし。

　　　・レクリエーション公園の設置・運営管理

　⑨　椛川ダムの建設 　⑨　高松市と同じ。

　⑩　椛川ダムに係る水道用水の供給 　⑩　高松市と同じ

２　木田香川地区 　該当なし。 　（構成市町）

　　町村税滞納整 　塩江町・香川町・香南町・三木町・牟礼町・庵治町・

　　理組合 　直島町

　（共同で実施している事務）

　滞納町村税等の整理

・両市町が加入している一部事務組合に差
異がある。
・香南町のみが加入している一部事務組合
がある。
・香南町では、土地開発公社を設立してい
ない。

・両市町が加入している一部事務組合につ
いては、高松市として引き続き加入する。
・香南町のみが加入している一部事務組合
については、住民サービスの変化を来さな
いことを基本に、その取扱いについて、合併
時までに調整し、所要の手続きを行うものと
する。
・土地開発公社については、高松市の制度
を適用する。

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　両市町が加入している一部事務組合につ
いては、高松市として引き続き加入する。
　香南町のみが加入している一部事務組合
については、住民サービスの変化を来さな
いことを基本に、その取扱いについて、合併
時までに調整し、所要の手続きを行うものと
する。
　土地開発公社については、高松市の制度
を適用する。

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 　　　　　　香　　　　　　　南　　　　　　　町　　　　　　　

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １６　一部事務組合等の取扱い 部　 会 　名 総務・企画財政・市民・消防

分　　　　類 一部事務組合等の状況
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３　讃岐地区広域 　該当なし。 　（構成市町）

　　消防組合 　塩江町・香川町・香南町・三木町・牟礼町・庵治町

　（共同で実施している事務）

　　消防組織法及び消防法の定める消防事務

　　※水利施設の設置及び管理並びに非常備消防に

　　　関する事務を除く。

　　液化石油ガスの保安及び取引の適正化に関する

　　　法律に基づく事務のうち、以下のもの。

(1)　第１６条の２第２項の規定による命令

(2)　第３８条の３の規定による届出の受理

(3)　第８３条第３項の規定による立入検査等

※　(1)及び(3)については、(2)の届出に係るもの

　　に限る。

４　香川南部葬斎 　該当なし。 　（構成市町）

　　場組合 　塩江町・香川町・香南町

　（共同で実施している事務）

　　火葬場の設置、管理、葬斎事業

総務・企画財政・市民・消防

分　　　　類 一部事務組合等の状況

問　　題　　点　　・　　課　　題

調　　　　　　整　　　　　　案

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 　　　　　　香　　　　　　　南　　　　　　　町　　　　　　　

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １６　一部事務組合等の取扱い 部　 会 　名

対　　　　　　応　　　　　　策
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５　香川県市町総 　該当なし。 　（構成市町）

　　合事務組合 　善通寺市、観音寺市、さぬき市、東かがわ市、県内

　全町（３０町）、消防関係一部事務組合（３２組合）、

　財産区（３４財産区）

　

　（共同で処理する事務）

　　・組合市町等の職員に対する退職手当の支給に

　　　関する事務

　　・非常勤消防団員の災害補償

　　・消防作業及び救急業務協力者の災害補償

　　・水防従事者の災害補償

　　・災害対策応急措置業務従事者の災害補償

　　・非常勤消防団員の退職報償金支給

　　・消防団員及び消防作業等従事者の賞じゅつ金、

　　　弔慰金、見舞金の支給

　　・議会の議員その他非常勤の職員の公務災害又

　　　は通勤による災害補償

　　・公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤

　　　師の公務災害補償に関する事務

６　土地開発公社 【高松市　土地開発公社】 　該当なし。

　（基本財産） ５００万円

　（設立日）

問　　題　　点　　・　　課　　題

部　 会 　名 総務・企画財政・市民・消防

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 　　　　　　香　　　　　　　南　　　　　　　町　　　　　　　

協 定 項 目 １６　一部事務組合等の取扱い

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

分　　　　類 一部事務組合等の状況

行政制度等現況調書・調整方針

昭和４８年３月３１日

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案
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 協議第２６号資料 
 
 
 

「「消消防防団団のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

組 織 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０ 

消 防 団 員 の 報 酬 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１１ 

消 防 団 員 互 助 共 済 会 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２ 

被 服 等 貸 与 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１３ 

消 防 団 車 両 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１４ 
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１　組織の構成 ・団数 1 ・団数 1
・方面隊数 6 ・方面隊数 －
・分団数 26 ・分団数 2
・屯所 55 ・屯所 2

２　階級定員及
　　び現員数

団　　長 団　　長
副団長 副団長
分団長 分団長
副分団長 副分団長
部　　長 部　　長
班　　長 班　　長
団　　員 団　　員
計 計

（平成16年4月1日現在） （平成16年4月1日現在）

・香南町消防団を高松市消防団に統合
し、高松市消防団香南分団とする。
・香南町消防団の団員については、高
松市消防団員として引き継ぐものとす
る。

806 768 55 55
478 442 41 41
158 157 6 6
84 83 2 2
55 55 2 2
26 26 2 2
4 4 1 1

問　題　点　・　課　題

対　　　　応　　　　策

階　　級

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　会 名 消　　　　防

1 1

分　　　　類 組織

     現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　松　　　　　市 香　　　　　南　　　　　町

・団の組織が異なる。
・階級の定員に差異がある。

　香南町消防団は、高松市消防団に統
合する。

現員数（人）定員（人） 現員数（人） 階　　級 定員（人）

調　　　　整　　　　案

1 1
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１　団員報酬 　報酬額（年額） 　報酬額（年額）
団　　長　　　－　　１５１，９００円 団　　長　　　－　　１０２，０００円
副団長 　　　－　　　８８，０００円 副団長 　　　－　　　８５，０００円
分団長 　　　－　　　６３，２００円 分団長 　　　－　　　７０，０００円
副分団長　　－　　　３６，０００円 副分団長　　－　　　５５，０００円
部　　長　　　－　　　２９，７００円 部　　長　　　－　　　４６，０００円
班　　長　　　－　　　２７，５００円 班　　長　　　－　　　４２，０００円
団　　員　　　－　　　２５，５００円 団　　員　　　－　　　４０，０００円

２　出動報酬等 ・　４時間以上の火災出動者及び水防（訓練含む） ・　出動報酬
　出動者 １人１回 ２，３００円

１人１回につき　　２，８００円 町外出動の場合は１人１回　１２，０００円
・　４時間未満の火災出動者及び訓練、警戒等の ・　機関員手当
　出動者 各分団１人月額　　１，７００円
１人１回につき　　２，４００円

・　機関員 ・　香川県消防学校受講手当
車両１台当たり１人　　　　　年額　６，９５０円 １人日額　９，０００円
小型ポンプ１台当たり１人　年額　３，０５０円

３　退職報償金 【５年以上の団員】 【５年以上の団員】
　消防団員等公務災害補償等共済基金法の規定に 　高松市と同じ。
基づく額を支給 　

【３年以上５年未満の団員】 【３年以上５年未満の団員】
　高松市消防団員相互共助会から 　香南町から
　一律　３０，０００円を支給 　一律　２０，０００円を支給

４　公務災害補償 ・消防団員等公務災害補償等共済基金に加入して 　高松市と同じ。
おり、その規定に基づき支給している。
・消防団員福祉共済に加入しており、その規定に基
づき支給している。

　団員報酬、出動報酬等及び退職報償
金に差異がある。

　高松市の制度に統一する。

　高松市の制度に統一する。

問　題　点　・　課　題

対　　　応　　　策

調　　　整　　　案

分　　　　類 消防団員の報酬等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　南　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　会 名 消　　　　防
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１　名称 　高松市消防団員相互共助会 　該当なし。 　香南町には、消防団員互助共助会がな
い。

２　目的 　消防団員の親睦を趣旨とし、相互の共済及び福祉
の向上を目的とする。

３　事業内容等 （事業）
 消防団員の死亡、公務負傷の共助救慰、退団者の
報償などの給付を行う。

　高松市の制度を適用する。
（給付）
　死亡弔慰金、公務負傷見舞金、退団者報償、操法
大会助成など

４　会費 　団員１人につき　　６５０円（年額）

５　その他 　市の補助金等
　　一人当たり３，０００円を補助（年額） 　高松市の制度を適用する。

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 消防団員互助共済会

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　南　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　会 名 消　　　　防
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１　貸与品目・数 　貸与品目、数量等に差異がある。
　　量等

　高松市の制度に統一する。

脚半 なし － －脚半 1 全員 －

－

－
〃 －

－

－〃

全員

全員

なし

なし － －

－

－

制　服 1 全員 なし

－

〃 －

－

1

－

1 全員

〃 １年

－
なし －

〃
－

ベルト 3 〃

盛夏服 2

盛夏帽 1 全員
訓練服

〃

ゴム長靴

ネクタイ 1 〃

1 〃

消防屯所備付
各屯所の消防団員数分

〃

1

消防屯所備付
　各屯所の消防団員数分

訓練
ﾍﾙﾒｯﾄ

白手袋 1 〃
防火衣
ﾍﾙﾒｯﾄ
長　靴 長靴は副団長以上

〃
なし － －

〃

－〃

－

消防屯所備付
消防屯所備付

1
全員 －

２（夏・冬）

全員 なし

作業用
皮手袋

2 全員 なし

団員徽章
階級章 2

訓練
ﾍﾙﾒｯﾄ

ｱﾎﾟﾛｷｬｯ
ﾌﾟ

1 〃 〃

雨合羽
消防屯所備付
　各屯所の消防団員数分

消防屯所備付

防寒衣 なし － － 防寒衣 1 全員

調　　　　　　整　　　　　　案

雨合羽

階級章

作業用
皮手袋

1

団員徽章

ｱﾎﾟﾛｷｬｯ
ﾌﾟ

なし

2

ベルト
白手袋
防火衣

〃ゴム長靴
長　靴

２（夏・冬）

ﾍﾙﾒｯﾄ

1

〃

半袖は副分
団長以上

対　　　　　　応　　　　　　策

盛夏服

盛夏帽〃
〃
〃

〃

訓練服

貸与年数品　目 支給対象

〃

制　服
制　帽
ネクタイ

1
1
1

高　　　　　　　松　　　　　　　市

品　目 数量 支給対象 貸与年数

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　会　名 消　　　　防

　高松市の制度に統一する。

分　　　　類 被服等貸与

数量

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目

制　帽 1

香　　　　　南　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
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１　現況  消防ポンプ車（ＣＤ－１）　　２台
 小型動力ポンプ積載車（Ｂ２）２台

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 １９　消防団の取扱い 部　会　名 消　　　　防

　香南町消防団の車両については、高松
市消防団に引き継ぐものとする。

分　　　　類 消防団車両

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　南　　　　　町

 小型動力ポンプ積載車（軽）３台

　装備等に差異がある。

　香南町消防団の車両の積載資機材は、
当分の間、現行のとおりとする。

 消防ポンプ車（ＢＳ－１）２３台
 消防ポンプ車（ＢＤ－１）　２台
 指揮広報車　　　　 　　   １台
 小型動力ポンプ積載車    １７台

 消防ポンプ車（ＣＤ－１）１０台
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 協議第２７号資料 
 
 
 

「「国国民民健健康康保保険険事事業業のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

国 民 健 康 保 険 （ 料 ・ 税 ） の 賦 課 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・１６～１７ 

国 民 健 康 保 険 の 健 康 推 進 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１８ 

出 産 育 児 一 時 金 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９ 

葬 祭 費 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２０ 

高 額 療 養 費 貸 付 制 度 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２１ 
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１　保険料・税の 　保険料 　保険税
　　区分

２　賦課期日 　４月１日 　高松市と同じ。

３　賦課方式 　４方式 　高松市と同じ。
（所得割、資産割、均等割、平等割）

４　税率等
　　（年額） 率及び限度額 医療給付費分 介護納付金分 率及び限度額 医療給付費分 介護納付金分

所得割 ７．０／１００ １．５／１００ 所得割 ５．７／１００ ０．６／１００
資産割 ２６．９／１００ ５．９／１００ 資産割 ４０．０／１００ ４．０／１００
均等割 ２９，１００円 ７，０００円 均等割 ２７，６００円 ６，０００円
平等割 ２４，２００円 ４，３００円 平等割 ２８，８００円 ３，０００円
課税限度額 ５３０，０００円 ８０，０００円 課税限度額 ５３０，０００円 ８０，０００円

５　納期 　年８回 　高松市と同じ。
（７月から翌年の２月まで　毎月） （６月から翌年の１月まで　毎月）

６　法定軽減制度 ・７割軽減 　高松市と同じ。
前年における総所得金額が３３万円以下の世帯
・５割軽減
前年における総所得金額が３３万円＋（世帯主を
除く被保険者数×２４万５千円）以下の世帯
・２割軽減
前年における総所得金額が３３万円＋（世帯主を
含む被保険者数×３５万円）以下の世帯

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

・保険税と保険料の違いにより、根拠法令
等が異なる。
・税率等及び徴収方法等が異なる。

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から高松市の制度に統一する。
　ただし、医療給付費分に係る国民健康保
険税（料）率については、合併年度及びこ
れに続く３年度に限り、現行のとおりとする。

・合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から高松市の制度に統一する。
・香南町で賦課・収納した保険税について
は、高松市がそのまま保険税として引継ぎ、
遡及等が生じた場合は、保険税の法令を
適用する。
・香南町地域の医療給付費分に係る国民
健康保険税（料）率については、合併年度
及びこれに続く３年度に限り、現行のとおり
とする。

分　　　　類 国民健康保険（料・税）の賦課等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 香　　　　　　南　　　　　　町高　　　　　　　松　　　　　　　市

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民
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７　減免制度

８　徴収方法等

国民健康保険（料・税）の賦課等

行政制度等現況調書・調整方針

問　　題　　点　　・　　課　　題

市　　　民

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目

協 定 項 目

高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町

部　 会 　名２２　国民健康保険事業の取扱い

分　　　　類

　天災その他災害を受けた者、その他特別の事情の
ある者
　高松市国民健康保険料減免取扱基準により適用

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　滞納世帯へは、主として非常勤の国保推進員が臨
戸訪問し収納している

　高松市と同じ
　香南町国民健康保険税減免取扱基準により適用

　滞納世帯へは、職員による臨戸徴収を実施してい
る。
　徴収困難なものは、木田香川滞納整理組合に委
託している。
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１　人間ドック助成 ①対象者（下記の条件をすべて満たす者） ①対象者（下記の条件をすべて満たす者）
　　・国民健康保険に１年以上継続して加入している 　　・満４０歳以上７０歳未満であること
　　　こと 　　・納期限の到来している保険料を完納しているこ
　　・満４０歳以上であること 　　　と
　　・納期限の到来している保険料を完納しているこ
　　　と
②助成額 ②助成額（１日コースのみ対象）
１人１年度につき２５，０００円 自己負担　７，０００円でそれ以外助成

２　脳ドック助成 ①対象者（下記の条件をすべて満たす者） 　該当なし。
　　・国民健康保険に１年以上継続して加入している
　　　こと
　　・満４０歳以上であること
　　・納期限の到来している保険料を完納しているこ
　　　と
②助成額
１人１年度につき２５，０００円

　該当なし。

分　　　　類

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

国民健康保険の健康推進事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町

・人間ドック助成の対象者及び助成額が異
なる。
・香南町には、脳ドック助成制度がない。
・高松市には、がん検診等助成制度がな
い。

対　　　　　　応　　　　　　策

問　　題　　点　　・　　課　　題

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民

調　　　　　　整　　　　　　案
３　がん検診等助
　成

　胃がん、乳がん、子宮がん、大腸がん、肺がん、C
型肝炎、前立腺がん、健康度測定について、国保被
保険者は無料

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。
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１　受給対象者 　国民健康保険被保険者で出産（死産も含む。）した 　高松市と同じ。 　支給期日が異なる。
者
　ただし、資格取得後６カ月以内で、それ以前に社
会保険の本人資格が１年以上ある場合は除く。

２　給付額 　出生児１人につき３０万円 　高松市と同じ。

３　給付の手続き ・出生届の後の場合 　高松市と同じ。
　 申請書だけを提出
・出生届以前の場合 　高松市の制度に統一する。
　 医師の出生証明等の添付が必要
・死産の場合
埋葬許可書又は医師の証明が必要

４　給付方法 　世帯主の口座へ振込み、又は現金払いで支給 　高松市と同じ。

５　支給期日 ・口座振込……申請から１週間 ・口座振込……支給日は８、１８、２８日
・現金払い……即日に支給 ・現金払い……申請後、速やかに支給

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民

　高松市の制度に統一する。

分　　　　類 出産育児一時金

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
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１　受給対象 　国民健康保険被保険者が死亡した場合に、葬儀を 　高松市と同じ。 　給付額及び支給期日が異なる。
行った者

２　給付額 　１件当たり５万円 　１件当たり３万円

３　給付の手続き 　国民健康保険離脱手続きに併せ、申請書を提出 　高松市と同じ。

４　給付方法 　申請者の口座へ振込み、又は現金払いで支給 　高松市と同じ。

５　支給期日 ・口座振込……申請から２週間 ・口座振込……支給日は８、１８、２８日
・現金払い……支給日は、月２回 ・現金払い……申請後、速やかに支給
　

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民

分　　　　類 葬祭費

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。
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１　申請者の資格 ・国保料を完納していること 　国保税を完納していること
・所得税の非課税者のみで構成されている世帯

２　貸付限度額 　高額療養費該当額の９割 　高額療養費該当額の８割

３　貸付利息 　なし 　なし

４　償還方法 　高額療養費支給時に、自動振替 　高松市と同じ。

５　貸付基金　 　なし 　高額療養費つなぎ基金
　※国民健康保険事業特別会計予算で対応

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
　申請者の資格及び貸付限度額が異なる。
　高松市では、高額療養費貸付基金を設
置していない。

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２２　国民健康保険事業の取扱い 部　 会 　名 市　　　民

分　　　　類 高額療養費貸付制度

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目



- 22 - 

 協議第２８号資料 
 
 
 

「「介介護護保保険険事事業業のの取取扱扱いいににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

運 営 主 体 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２３ 

介 護 保 険 料 の 賦 課 ・ 徴 収 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２４ 

介 護 保 険 給 付 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２５ 

利 用 者 負 担 軽 減 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２６ 

介 護 認 定 調 査 事 業 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２７ 
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１　運営主体 　高松市が保険者として運営 　香南町が保険者として運営
　　（被保険者数：平成16年4月1日現在） 　　（被保険者数：平成16年4月1日現在）
　　　第１号　　６４，８５３人 　　　第１号　　　１，６５４人
　　　第２号　　　　　４６６人（要介護認定者数） 　　　第２号　　　　　　　７人（要介護認定者数）
　　　合計　　　６５，３１９人 　　　合計　　　　１，６６１人

　（介護認定者数：平成16年４月１日現在） 　（介護認定者数：平成16年４月１日現在）
　　・要支援　　　　　２，２７６人
　　・要介護　１　　　４，２３９人 　　・要介護　１　　　　１０１人
　　・要介護　２　　　１，５１３人 　　・要介護　２　　　　　５３人
　　・要介護　３　　　１，１６５人 　　・要介護　３　　　　　４３人
　　・要介護　４　　　１，２２８人 　　・要介護　４　　　　　４４人
　　・要介護　５　　　１，３００人 　　・要介護　５　　　　　２９人
　　　　計　　　　　　１１，７２１人 　　　　計　　　　　　　　３０７人

２　介護保険事業 （内容） （内容）
　　計画 　介護保険事業に係る保険給付の円滑な実施を確 　高松市と同じ。

保するため、５年を１期として策定し、３年ごとに見直
しを行う。
（期間） （期間）
　　・第１期　　平成１２年度～平成１６年度 　高松市と同じ。
　　・第２期　　平成１５年度～平成１９年度 　高松市の制度に統一する。

３　介護保険事業 　運用利子及び余剰金を積立 　高松市と同じ
　　財政調整基金 （基金残高：平成16年３月31日現在） （基金残高：平成16年３月31日現在）

　１，１２８，５７９千円 　　１５，１０７千円
４　香川県財政安 （内容） （内容）
　　定化基金拠出 　介護保険事業計画の保険給付額をもとに指示され 　高松市と同じ。
　　金等 た拠出率（０．００１）を乗じて拠出

（基金からの借入金） （基金からの借入金）
　なし 　なし

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉

分　　　　類 運営主体等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町

　　・要支援　　　　　　　３７人

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案
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１　保険料 ○第１号被保険者（６５歳以上の者） ○第１号被保険者（６５歳以上の者） ・保険料段階、保険料額、乗率及び納期が異な

（平成１６年度） （平成１６年度） る。

・滞納保険料の徴収方法が異なる。

・第１号被保険者の保険料については、運営主

体である市町が定める平成１８年度からの第３期

介護保険事業計画において、見直しを行うことと

なっている。

※第３段階が基準保険料 ※第３段階が基準保険料
※その他の段階の保険料は基準保険料×乗率 ※その他の段階の保険料は基準保険料×乗率 　高松市の制度に統一する。

　ただし、香南町の第１号被保険者の保険料に

２　賦課期日 　毎年４月１日 　高松市と同じ。 ついては、合併年度は現行のとおりとし、合併年
度の翌年度以降は、平成１８年度から３年度間

３　納期 ○第１号被保険者（普通徴収） ○第１号被保険者（普通徴収） の保険料額に差異を生じる場合は、経過措置を

　　・第１期……７月１日から７月３１日まで 　　・第１期……６月１日から６月３０日まで 含め対応するものとする。

　　・第２期……８月１日から８月３１日まで 　　・第２期……７月１日から７月３１日まで 　また、香南町の第１号被保険者の保険料に係

　　・第３期……９月１日から９月３０日まで 　　・第３期……８月１日から８月３１日まで る納期については、合併年度は現行のとおりと

　　・第４期……１０月１日から１０月３１日まで 　　・第４期……９月１日から９月３０日まで し、合併年度の翌年度から、高松市の制度に統

　　・第５期……１１月１日から１１月３０日まで 　　・第５期……１０月１日から１０月３１日まで 一する。　

　・第６期……１２月１日から１２月３１日まで 　・第６期……１１月１日から１１月３０日まで
　　・第７期……１月１日から１月３１日まで 　　・第７期……１２月１日から１２月３１日まで
　　・第８期……２月１日から２月末日まで 　　・第８期……１月１日から１月３１日まで

　高松市の制度に統一する。

※参考：第１号被保険者（特別徴収） ※参考：第１号被保険者（特別徴収） 　ただし、香南町の第1号被保険者の保険料に

　　年金額が年間１８万円以上の者は、年金支給時 　　高松市と同じ。 ついては、合併年度は現行のとおりとし、合併年
度の翌年度以降は、第３期介護保険事業計画

４　滞納保険料の 　主として非常勤の介護保険推進員が臨戸訪問し、 　職員が臨戸訪問し、収納している。 における保険料額を踏まえ、調整を行うものとす

　　徴収方法等 収納している。 る。
※介護保険推進員の職務 　また、香南町の第１号被保険者の保険料に係
　介護保険料の徴収、納付勧奨、申告書の受領、 る納期については、合併年度は現行のとおりと
　口座振替の勧奨、居所調査等 し、合併年度の翌年度から、高松市の制度に統

一する。　

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

段　　階

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町

年額保険料（円） 年額保険料（円）

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

段　　階

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉

分　　　　類 介護保険料の賦課・徴収

問　　題　　点　　・　　課　　題

乗率
０．４０
０．７２

　第１段階

７０，７００
　第５段階
　第６段階

１．２５
１．５０
１．７５

５０，５００ 　第４段階
　第５段階

　第３段階
　第４段階

６０，６００

―４０，４００

５４，０００

乗率
０．５０
０．７５
―
１．２５
１．５０

１８，０００

４５，０００

２７，０００
３６，０００

　第１段階
　第２段階 　第２段階

　第３段階

１６，２００
２９，１００
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１　介護・予防給付①現物給付 　高松市と同じ。 　香南町では、給付費通知を行っていない。

　　・居宅介護サービス　　　　　１割自己負担
　　・施設介護サービス　　　　　１割自己負担
（食事代は標準負担額　　１日７８０円）

②償還払
　　・福祉用具購入費の支給
　年間１０万円購入限度（１割自己負担）

　　・住宅改修費の支給
　　 　２０万円改修限度（１割自己負担）

　高松市の制度に統一する。

２　高額介護サー （内容） 　高松市と同じ。
　　ビス 　　１カ月の利用者負担額の合計が上限額を超えた

　額を支給
・一般世帯 ３７，２００円上限
・市民税世帯非課税 ２４，６００円上限
・生活保護受給者等 １５，０００円上限

３　給付費通知 （内容） 　該当なし。 　高松市の制度に統一する。
　　サービス事業者名、サービス種類、サービス費合
　計額、自己負担額を月毎に記載した利用明細書を
　４ヶ月に１回送付
（対象）
　　サービス利用者
（時期）
　年３回（５月、９月、１月）

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 介護保険給付事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉
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１　法施行時の訪 （対象者） （対象者） ・香南町では、法施行後の新規の訪問介
　　問介護利用者 　　法施行時に訪問介護を利用していた高齢者、障害 　高松市と同じ。 護利用者に対する助成を行っている。
　　に対する助成 者で要綱に定める一定の要件をみたしている者 ・社会福祉法人減免に対する助成の所得

（助成内容） 負担割合（１０％）を下記の負担割合に軽減 （助成内容） 要件が異なる。
年度 15 16 　高松市と同じ。
高齢者 6% 6%
障害者 3% 3%

２　法施行後の新 　該当なし。 （対象者）
　　規の訪問介護 　法施行後、新規の訪問介護の利用者
　　利用者に対す （助成内容）
　　る助成 　法施行時の訪問介護の利用者と同様の助成
　　 　※平成１６年度をもって廃止 　高松市の制度に統一する。
３　社会福祉法人 （対象者） （対象者）
　　減免に対する 低所得者で特に生計が困難なサービス利用者に対 高松市と同じ。
　　助成 し、利用者負担を減免した社会福祉法人

（所得要件） （所得要件）
サービス利用者の年間所得６０万円以下 サービス利用者の年間所得４２万円以下

（助成内容） （助成内容）
・ 対象サービス（老人福祉施設，通所介護等） 高松市と同じ。
・ 減免した利用者負担の総額が本来受領すべき収
　入の１％を超えた場合、所定の要件で、その２分の
　１の額を市が助成する。

高松市の制度に統一する。
４　離島での介護 （対象者） 該当なし。
　　サービス提供 男木島及び女木島でサービスを提供した事業者
　　事業者への助
　　成 （助成内容）

・ 福祉用具貸与、住宅改修、福祉用具購入を除き
　保険給付費に相当する額を助成するとともに全ての
　サービスについて旅客運賃および一部のサービス
　については海上輸送費を助成する。　　

調　　　　　　整　　　　　　案

健 康 福 祉部　 会 　名

対　　　　　　応　　　　　　策

高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

行政制度等現況調書・調整方針

２３　介護保険事業の取扱い協 定 項 目

分　　　　類 利用者負担軽減事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目
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１　介護認定調査 （体制） （体制） 　介護認定調査について、直営・委託の調
　　（直営） 　　職員２人、非常勤嘱託職員６人 　　職員２人 査対象が異なる。

　　　（非常勤嘱託職員は１年間の年度雇用）

（調査対象） （調査対象）
　　原則として、新規申請分の調査を実施 　　町外施設入所者を中心に調査（全体の５％）
　　※直営による調査は、調査全体の約２割弱

２　介護認定調査 （調査対象） （調査対象）
　　（委託） 　　直営分を除く調査（原則として、更新分） 　　直営分を除く調査 　高松市の制度に統一する。

（委託先） （委託先）
　　市内老人介護支援センター１７カ所、老健施設４ 　　町内居宅介護支援事業所３カ所、遠隔地等
　カ所、遠隔地等については随時 　については随時

３　介護認定審査 　高松地区広域市町村圏振興事務組合による運営 　高松市と同じ。
　　会 　　（参考）

①委員構成
　・医療機関　　　 ４９　人
　・保健関係者　　２８　人 　高松市の制度に統一する。
　・福祉関係者　　４４　人
②委員の任期
　　２年間（平成１５．４．１～１７．３．３１）
③合議体数
　　２４（１合議体　５人）委員数　１２１人
④報酬
　　１回当たり　２１，７６０円

分　　　　類 介護認定調査事業等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２３　介護保険事業の取扱い 部　 会 　名 健 康 福 祉

調　　　　　　整　　　　　　案

対　　　　　　応　　　　　　策

高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
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 協議第２９号資料 
 
 
 

「「障障害害者者福福祉祉事事業業ににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

障 害 者 手 帳 の 交 付 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２９ 

支 援 費 等 の 支 給 ・ 変 更 決 定 業 務 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３０ 

育 成 医 療 等 負 担 費 用 助 成 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３１ 

補 装 具 給 付 費 用 負 担 額 助 成 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３２ 

訪 問 入 浴 サ ー ビ ス 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３３ 

心 身 障 害 者 （ 児 ） 扶 養 共 済 掛 金 助 成 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３４ 

障 害 者 （ 児 ） 社 会 参 加 推 進 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３５ 

手 話 奉 仕 員 養 成 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３６ 

手 話 奉 仕 員 等 派 遣 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３７ 

福 祉 タ ク シ ー 設 置 補 助 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３８ 

身 体 障 害 者 パ ソ コ ン 教 室 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３９ 

在 宅 重 度 心 身 障 害 者 訪 問 診 査 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４０ 

心 身 障 害 者 医 療 費 助 成 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４１ 
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１　身体障害者 （実施機関）中核市として、高松市が実施 （実施機関）香川県において実施
　　手帳の交付 （内容） （内容）

（申請から交付まで） （申請から交付まで）

※Ｈ１５年度実績：２，５９０件
２　療育手帳の （実施機関）香川県において実施 　高松市と同じ。
　　交付 （内容）

（申請から交付まで）

※Ｈ１５年度実績：２３６件
３　精神障害者 （実施機関）香川県において実施
　　保健福祉手 （内容）
　　帳の交付

（申請から交付まで）

※Ｈ１５年度実績：３２４件 　　　　　　　　　　　　　　　　　　※H１５年度実績：０件

分　　　　類 障害者手帳の交付

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

　精神障害のある者から、医師の診断書または精神
障害を事由とする障害年金証書を添え、精神障害者
保健福祉手帳の交付を申請された場合、県知事へ
進達する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　知的障害のある者から、療育手帳の交付を申請さ
れた場合、県知事へ進達する。

　申請→県へ進達→県で審査・決定→県から進達元
へ送付→申請者へ交付

　身体障害のある者から、身体障害者手帳の交付を
申請された場合、県へ進達する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　※H１５年度実績：５１件

　身体障害者手帳の交付事務について、
実施機関に差異がある。

　高松市の制度に統一するとともに、身体
障害者手帳の交付事務について、実施機
関を香川県から高松市へ移行する。

　申請→県へ進達→県で審査・決定→県から進達元
へ送付→申請者へ交付

　申請→市窓口（市長に申請）→市で審査・決定→
申請者へ交付

　身体障害のある者から、指定医の診断書を添えて
身体障害者手帳の交付を申請された場合、市で審
査・決定の上、申請者へ交付する。

　申請→県へ進達→県で審査・決定→県から進達元
へ送付→申請者へ交付

　高松市の制度に統一する。
　高松市と同じ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※H１５年度実績：２件
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１　身体障害者・ （内容） 　高松市と同じ。
　　知的障害者 　　居宅介護等の在宅サービス支援や施設等訓
　　支援費支給・ 　練の施設サービス支援を受けようとする身体障
　　変更決定業務 　害者・知的障害者は、支援費の支給を申請す

　ることができる。
（申請から決定まで）

（利用者負担額）
　　所得に応じた、利用者負担額あり。

※Ｈ１５年度実績：９５６人
２　障害児支援 （内容） 　高松市と同じ。
　　費支給・変更 　　居宅生活支援を受けようとする障害児の保護者
　　決定業務 　は、支援費の支給を申請することができる。

（申請から決定まで）

（利用者負担額）
　　所得に応じた、利用者負担額あり。

※Ｈ１５年度実績：１９４人
３　精神障害者 （内容） 　高松市と同じ。
　　居宅生活支 　　居宅生活支援事業を受けようとする精神障害者
　　援事業の決 　は、支援事業の申請をすることができる。
　　定業務 （申請から決定まで）

（利用者負担額）

　　所得に応じた、利用者負担額あり。

※Ｈ１５年度実績：４６人

　申請→審査・決定→申請者へ通知→サービス利用

　申請→審査・決定→申請者へ通知→サービス利用

分　　　　類 支援費等の支給・変更決定業務

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

※Ｈ１５年度実績：１８人

　高松市の制度に統一する。

※Ｈ１５年度実績：０人

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

　申請→審査・決定→申請者へ通知→サービス利用

調　　　　　　整　　　　　　案※Ｈ１５年度実績：３人
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１　事業内容

２　適用医療 ・育成医療（身体に障害のある児童に対し、その障害
を除去し、又は軽減し、生活の能力を得るために必
要な医療）
・更生医療（身体に障害のある者に対し、その障害を
除去し、又は軽減し、職業能力の増進や、社会・日
常活動を容易にするために必要な医療）

３　助成額 　所得に応じた利用者負担額

４　申請方法 　申請書に領収書等を添えて申請する。

５　助成方法 　口座振込

６　助成実績
 　高松市の制度を適用する。

　※平成１５年度

2,870千円

10,770千円

延べ人数

調　　　　　　整　　　　　　案

　育成医療等の給付を受け、国の基準に定める費用
を負担している者に、その費用を助成する。

育成医療

更生医療

132人

1,698人

助成額適用医療

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

　該当なし。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

分　　　　類 育成医療等負担費用助成事業
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１　事業内容

２　助成額 　所得に応じた利用者負担額

３　申請方法 　申請書に領収書等を添えて申請する。

４　助成方法 　口座振込

５　助成実績

 　高松市の制度を適用する。

※平成１５年度

身体
障害児

80件

70件

調　　　　　　整　　　　　　案

4,459千円

助成額

交付

修理

身体
障害者

173件

318件

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

　補装具（身体障害者（児）の失われた部位、損傷の
ある部分を補い、必要な身体機能を取り戻し、又は
補うために使用される補聴器、つえ、車椅子などの
用具）の交付または修理を受け、国の基準に定める
費用を負担している者に、その費用を助成する。

分　　　　類 補装具給付費用負担額助成事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

  該当なし。
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１　事業内容

２　対象者

3　費用負担 　入浴１回につき生計中心者の所得に応じた額
　（０円～１２，５００円/回　※１８階層に区分して徴収）

４　実施方法

５　助成実績 　訪問入浴回数
延べ１４５回（委託料２，８８８千円）

※平成１５年度

　高松市の制度を適用する。

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 訪問入浴サービス事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

　家庭内において入浴困難な寝たきり身体障害者
で、医師が入浴可能と認める者

　高松市社会福祉協議会など３事業者に委託し実施

問　　題　　点　　・　　課　　題
　身体障害者の家庭に巡回入浴車を派遣して入浴を
支援する。

対　　　　　　応　　　　　　策

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

　該当なし。
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１　事業内容

２　対象者

３　助成額 　・低所得世帯の加入者（市民税非課税世帯、市民
　　税均等割世帯、所得税非課税世帯）：
　１口目の掛金の１／２の額

　・その他の世帯の加入者（所得制限世帯を除く）：
　１口目の掛金の１／３の額

　　高松市の制度を適用する。
４　申請方法 　申請書に領収書等を添えて申請

５　支給方法 　口座振込

６　助成実績 　１２１人（助成額　２，６９２千円）　※平成１５年度

分　　　　類 心身障害者（児）扶養共済掛金助成事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

　心身障害者（児）の生活の安定を図るため、香川県
心身障害者扶養共済制度の掛金の一部を助成す
る。

【参考】香川県心身障害者扶養共済制度
　　昭和４５年度から香川県心身障害者扶養共済制
度条例に基づき実施されているもので、心身障害者
（児）を扶養する保護者が死亡または重度障害となっ
たとき、掛金１口につき月額２万円の年金が支給され
る制度

　香川県心身障害者扶養共済制度の加入者のうち、
特別障害者手当の所得制限を超えていない者

【参考】１口目の掛金（月額）
　　０円～１３，３００円（加入時の年齢、所得によって
異なる）

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　該当なし。
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１　障害者社会見
　　学事業

（平成１５年度実績）

参加人数：　１，０３６人
２　障害児社会見
　　学事業

（平成１５年度実績）
「あすたむらんど徳島」の見学を実施
参加人数：　１，２４７人

３　街頭キャンペー
　　ン

（平成１５年度実績）

　高松市の制度を適用する。
参加人数：　２５０人

４　障害児作品展

（平成１５年度実績）
参加者：　７２４人
作品   ：　５４１点

　該当なし。

　該当なし。

　該当なし。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

分　　　　類 障害者（児）社会参加推進事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

　「障害児を守る日」（１０月１日）の行事の一環とし
て、障害児が作成した絵画、工作などによる作品展
を市役所本庁舎で開催し、市民の障害児に対する
理解を深める。

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　日ごろ外出する機会の少ない障害者が見聞を広
め、相互の親睦と交流を通して社会活動への参加意
欲を高めるとともに、日常生活での活力を養うため、
社会見学事業を実施している。

　日ごろ外出する機会の少ない障害児が見聞を広
め、相互の親睦を図るとともに社会参加を促進する
ため、社会見学事業を実施している。

　「障害児を守る日」（１０月１日）の行事の一環とし
て、市民の障害児（者）に対する理解を深めるため、
街頭啓発キャンペーンを実施している。

　市民会館で「福祉のつどい」（演芸鑑賞と交
流）を開催

　田町コミュニティー広場から丸亀町商店街ま
で、障害者施設鼓笛隊とともに横断幕を先頭に
啓発品を配布しながら行進する。

　該当なし。
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１　事業内容

２　対象者 ・市内に住所を有する満１８歳以上で手話奉仕員活
　動をしようとする者
・全課程８０％以上出席できる者
・入門・基礎課程とも参加できる者

３  実施方法 　高松市身体障害者協会に委託して実施

４　募集（申込）
　　方法

　受講料　　無料
　　※ただし、テキスト代は実費負担 　高松市の制度を適用する。

　高松市総合福祉会館内会議室

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町
　聴覚障害者等の自立と社会参加の促進を図るた
め、手話奉仕員を養成する。
　・入門課程　３５時間／基礎課程４５時間
　・定員　４０人

５　費用負担

　該当なし。

６ 開催場所

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

分　　　　類 手話奉仕員養成事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

　広報たかまつに掲載し、募集する。申し込みにつ
いては、希望者が葉書により申し込む。
　ただし、応募者多数の場合は、抽選により決定す
る。
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１　手話奉仕員
　　派遣事業

２　要約筆記奉
　　仕員派遣事
　　業

　高松市の制度を適用する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

分　　　　類 手話奉仕員等派遣事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

（内容）
　重度の聴覚障害者で社会参加を営む上で手話通
訳を必要とする場合に、高松市身体障害者協会に
委託し、手話奉仕員を派遣する。
(派遣対象者)
　社会生活上外出を必要とする場合で手話通訳をす
る者がいない重度の聴覚障害者
(費用負担)
　派遣対象者　無料　ただし、外出に必要な交通費
は奉仕員分についても派遣対象者が負担
（申込窓口）
　委託先もしくは高松市福祉事務所障害福祉課
（派遣実績）
　７２０回（３，１７０千円）　※平成１５年度

（内容）
　手話のできない聴覚障害者等の社会活動への参
加を促進するため、要約筆記を必要とする場合に、
「要約筆記サークル・ゆうあい」に委託し、要約筆記
奉仕員を派遣する。
(派遣対象)
　社会生活上、外出を必要とする場合で適当な意思
伝達の仲介者が得られない者、市内で開催される大
会、講演会等の主催者で、聴覚障害者等のために
奉仕員の派遣を必要とする者。ただし、営利を目的と
する場合等は派遣を受けることができない。
(費用負担)
　無料
（申込窓口）
　委託先もしくは高松市福祉事務所障害福祉課
（派遣実績）
　６４回（４００千円）　※平成１５年度

　該当なし。

　該当なし。
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１　事業内容

２  補助対象者 　市内に住所を有するタクシー会社

３　補助基準

４　補助実績

　高松市の制度を適用する。

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　身体障害者が利用しやすい福祉タクシー（リフト付
きタクシー）設置の推進を図るため、タクシー会社に
対して、福祉タクシー用車両購入費の一部を補助す
る。

　助成件数　３台（３，４５５千円）　※平成１５年度

　福祉タクシー購入費の３分の２以内
　（補助限度額２６０万円）

　該当なし。

分　　　　類 福祉タクシー設置補助事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉
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１　事業内容

２　対象者 　市内に住所を有する１８歳以上の身体障害者

３　実施方法 　高松市身体障害者協会に委託して実施

４　募集（申込）
　　方法

５　費用負担 　受講料　　無料
　　※ただし、テキスト代は実費負担

　高松市の制度を適用する。

６　開催実績

対　　　　　　応　　　　　　策

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 身体障害者パソコン教室事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

　該当なし。
問　　題　　点　　・　　課　　題

７ 開催場所 (平成１５年度)高松市総合福祉会館内会議室
(平成１６年度)高松市生涯学習センター

年２回開催 (６月・１０月)
※１開催につき、昼の部・夜の部を同時に開催
　　３１人が参加（９５８千円）

　障害者の情報バリアフリー化を支援し、社会参加を
促進するため、高松市身体障害者協会へ委託し、身
体障害者を対象としたパーソナルコンピュータの操
作等に関する講座を開設している。
開催回数　年２回　(昼・夜　定員各１０人　)

　広報たかまつに掲載し、募集する。申し込みにつ
いては、希望者が葉書により申し込む。
　ただし、応募者多数の場合は、抽選により決定す
る。
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１　事業内容

２　対象者

３　実施方法 　社団法人　高松市医師会に委託して実施

　高松市の制度に統一する。

５　費用負担 　無料

６  利用実績 平成１５年度　２回

　高松市と同じ。

平成１５年度　０回

調　　　　　　整　　　　　　案

　身体障害者・知的障害者更生相談所、医療機関に
出向くことが困難な在宅の重度心身障害者であっ
て、地理的条件等により、受診の機会が少ない者を
対象に、医師等を派遣して診査及び更生相談を行
う。
訪問診査の担当医は、医師(身体障害者福祉法第
１５条に規定する指定医師)、看護師等とする。

・市内に住所を有する１８歳以上の者
・歩行困難のため、身体障害者・知的障害者更生相
　談所、医療機関に出向くことが困難な在宅の重度
　心身障害者
・地理的条件等により、受診の機会が少ない者

重度身体障害者
　・全身状態の所見及び障害局所の診断と助言、指
導等
重度知的障害者
　・健康診査及び保健の指導
　・生活指導及び介護指導
　・相談・指導

　高松市と同じ。

　高松市と同じ。

　高松市と同じ。

　高松市と同じ。

高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

４  訪問診査の内
    容

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－５　障害者福祉事業 部　 会 　名 健　康　福　祉

分　　　　類 在宅重度心身障害者訪問診査事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目
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２４－５　障害者福祉事業

１　助成対象者 　身体障害者手帳１級～４級、療育手帳、Ａ、、 　高松市と同じ。
Ｂまたは戦傷病者手帳全項症に該当する者 　ただし、身体障害者手帳４級及び療育手帳Ｂにつ
　　（その世帯における所得による制限はなし。） いては年齢が７０歳未満の者とし、所得制限を適用

している。

２　助成内容 　保険診療の自己負担相当額 　４級及びＢについては、自己負担額の１／２を助成
　(ただし、高額療養費を除く。) する。

　その他の者については、高松市と同じ。

３　助成方法 　現物給付 　償還給付
　(ただし、市外の病院等で受診した場合と食事代は
償還給付)

調　　　　　　整　　　　　　案

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
　助成対象者、助成内容及び助成方法に
差異がある。

対　　　　　　応　　　　　　策

　合併年度は現行のとおりとし、合併年度の
翌年度から、高松市の制度に統一する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 部　 会 　名 市　　　民

分　　　　類 心身障害者医療費助成事業

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市
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 協議第３０号資料 
 
 
 

「「消消防防防防災災関関係係事事業業ににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

常 備 消 防 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・４３～４５ 

防 災 団 体 等 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４６ 

地 域 防 災 計 画 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４７ 

防 災 行 政 無 線 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・４８ 
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１　運営主体 　高松市 　讃岐地区広域消防組合
　（一部事務組合）

２　組織体制
消防局 総務課 総務課

予防課 （三木町） 予防課
消防防災課 警防課
情報指令課 消防署

東分署　（牟礼町）
北消防署 西分署　（香川町）
朝日分署

南消防署
太田出張所
仏生山出張所
円座出張所

東消防署 　一部事務組合の行政機構図
川添出張所
山田出張所

西消防署
綾歌東部分署
国分寺出張所

３　消防署所 　１局　４署　２分署　６出張所

消防本部

１本部　１署　２分署

監査委員 管理者 組合議会議員

（参考）

関係6町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－１８　消防防災関係事業 部　 会 　名 消　　　　防

分　　　　類 常備消防

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

 運営主体に差異がある。

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　常備消防については、協定項目第１６号
「一部事務組合等の取扱い」の協議による
ものとする。

幹事
消防本部

　常備消防については、協定項目第１６号
「一部事務組合等の取扱い」の協議による
ものとする。

副管理者

収入役
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４　人員
消防局 総務課 １３人 総務課 ５人 （県派遣１人）

予防課 １９人 予防課 ７人
消防防災課 　６人 警防課 ９人
情報指令課 １９人 消防署 ２８人

東分署 ２５人
北消防署 ６９人 西分署 ２５人
朝日分署 ３２人

南消防署 ４６人
太田出張所 １２人 計 ９９　人
仏生山出張所 １２人
円座出張所 １８人

東消防署 ３８人
川添出張所 １２人
山田出張所 １８人

西消防署 ３８人
綾歌東部分署 ２１人
国分寺出張所 １２人

計 ３８５　人

分　　　　類 常備消防

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－１８　消防防災関係事業 部　 会 　名 消　　　　防

調　　　　　　整　　　　　　案

消防本部

項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策



- 45 - 

５　消防車両 1 広報車 2 消防本部 火災原因調査車 1
1 支援車 1 （三木町） 査察車 1

査察車(軽） 2 積載車（軽） 1 連絡車 2

指令車 1 救助工作車 1 防火号 1
タンク車 1 広報車 1 救助工作車 1
ポンプ車 1 査察車 1 指令車 1
梯子車 2 積載車 1 消防ポンプ自動車 2
化学起動車 1 電源照明車 1 水槽付消防ポンプ自動車 1

2 水槽車 1 軽四積載車 1
ポンプ車 1 1 高規格救急車 2
化学車 2 査察車 1 梯子付消防ポンプ自動車 1
指令車 1 梯子車 1 （牟礼町） 消防ポンプ自動車 1
タンク車 1 広報車 1 水槽付消防ポンプ自動車 1
救助工作車 1 査察車 1 軽四積載車 1

1 広報車 1
タンク車 1 高規格救急車 1
ポンプ車 1 　西分署 化学消防ポンプ車 1
ポンプ車 1 1 （香川町） 消防ポンプ自動車 1
指令車 1 1 水槽付消防ポンプ自動車 1
タンク車 1 広報車 1 積載車 1
ポンプ車 1 査察車（軽） 1 軽四積載車 1
ポンプ車 1 広報車 1
ポンプ車 1 1 高規格救急車 1
指令車 1 1
タンク車 1 広報車 1
ポンプ車 1 査察車（軽） 1
指令車 1 1
ポンプ車 2 査察車（軽） 1
ポンプ車 1

高規格救急車

高規格救急車

高規格救急車

国分寺出張所

川添出張所
山田出張所
西消防署

綾歌東部分署

消防署

東分署

消防局

北消防署

朝日分署

局指令車

調査車

高規格救急車

東消防署

高規格救急車

高規格救急車

高規格救急車

太田出張所
仏生山出張所

円座出張所

高規格救急車

南消防署

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－１８　消防防災関係事業 部　 会 　名 消　　　　防

分　　　　類 常備消防

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案
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１　防火団体等 ・高松地区防火安全協会（会員数５８５事業所）
・高松市幼少年婦人防火委員会
・高松市幼年・消防消防クラブ連絡協議会
・高松市幼年消防クラブ（保育園幼稚園２０クラブ）
・高松市少年消防クラブ（小学校１５クラブ）
・高松市婦人防火クラブ連絡協議会
・高松市婦人防火クラブ（２８クラブ）

２　自主防災組織

　（支援） 　（支援）
　高松市防災資機材助成要綱に基づき防災資機材
を購入し配布している。

３　自警消防団 　該当なし。

　（組織数）
　　３２６（組織率　２５．５％）
　（結成自治会）
　　４０７自治会（世帯数　３５，８３９）

防災団体等

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市

分　　　　類

香　　　　　　　南　　　　　　　町
・讃岐地区防火委員会

　（組織数）
　　１０６（組織率　７８．４％）
　（結成自治会）
　　１０４自治会（世帯数　２，０１３）

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 部　 会 　名 消　　　　防２４－１８　消防防災関係事業

香川県自主防災組織活動育成事業及び町単独に
より、自治会等へ資機材を購入し配布している。

問　　題　　点　　・　　課　　題

　高松市の制度に統一する。
　ただし、自警消防団の取扱いについて
は、合併時までに調整するものとする。

・防火団体及び自主防災組織に差異があ
る。
・高松市では、自警消防団が組織されてい
ない。

対　　　　　　応　　　　　　策
　高松市の制度に統一する。
　ただし、岡自警消防団の取扱いについて
は、香南町地域の防災活動の低下を招か
ないことを基本に、合併時までに調整する
ものとする。

調　　　　　　整　　　　　　案（名称）
　岡自警消防団
（目的）
　住民の隣保共同の精神に基づく自主的な防災活
動を行うことにより、火災その他の災害による被害の
防止及び軽減を図る。
（団員数）
　２８人
　※香南町岡地区に居住する年齢満１８歳以上６０
歳未満で志操堅固、身体強健な者
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１　名称 　高松市地域防災計画 　香南町地域防災計画 　地域防災計画に差異がある。

２　策定年度 　昭和３９年 　昭和４０年
　（平成８年度に震災対策編を作成している。） 　（平成９年度に震災対策編を作成している。）

３　目的 　市民生活に重大な影響を及ぼすおそれのある災害　香南町における災害に係る災害予防、災害応急対
に係る災害予防、災害応急対策、および災害復旧に 策及び災害復旧に関し、町及び防災関係機関が処
関し、防災対策を総合的かつ計画的に推進し、本市 理すべき事務又は業務の大綱等を定め、これにより
の地域ならびに市民の生命、身体および財産を災害 防災対策を総合的かつ計画的に推進することを目的
から保護する。 とする。

　地域防災計画については、両市町の地域
４　計画の内容 　○　一般対策編 　○　一般対策編 特性等を踏まえ、合併後速やかに香南町地

１　総則 １　総則 域を含めた計画に見直す。
２　災害予防計画 ２　災害予防計画
３　災害応急対策計画 ３　災害応急対策計画
４　災害復旧・復興計画 ４　災害復旧計画
５　財政金融措置

　○　震災対策編 　○　震災対策編
１　総則 １　総則
２　災害予防計画 ２　災害予防計画
３　災害応急対策計画 ３　災害応急対策計画 　高松市の制度に統一する。
４　災害復旧計画 ４　災害復旧計画

　○　資料編

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４-１８　消防防災関係事業 部　 会 　名 総　　　　務

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 地域防災計画

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　　町
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１　目的 　市内において、災害が発生し、または発生する恐 　香南町の災害時における通信連絡及び日常行政 ・無線施設及び周波数が異なる。

れがあるとき、市民の安全の確保のため、災害情報 事務に関する広報活動を円滑に行い、行政の推進、 ・両市町の基地局の接続方法等を検討する

の収集及び伝達を円滑に行う事を目的として、設置 生活文化の向上、人命保護、災害の防止等住民の 必要がある。

している。 福祉に資するため、防災無線を設置している。 ・高松市では、戸別受信機の設置工事費の
２　施設 　【移動系無線】 　【移動系無線】 補助を実施していない。

施設整備年度　 平成２年度 施設整備年度　 平成４年度 ・高松市では、移動系無線の更新、同報系

基地局 高松市役所　本庁舎内 基地局 香南町役場　本庁舎内 無線の整備を検討中である。

移動局数 ４９局 移動局数 ２２局
　車載携帯型 ２５局 　車載携帯型 １０局
　集落可搬型 ２２局 　集落可搬型 －
　携帯型 　２局 　携帯型 １２局 ・移動系無線の周波数は、１市町村１波が原
周波数ＭＨｚ ４６６．７６２５ＭＨｚ 周波数ＭＨｚ ４６６．９１２５ＭＨｚ 則となっているが、高松市においてシステム

　【同報系無線】 　【同報系無線】 の更新等を行うまでの間、現行の２波で運用
該当なし。 施設整備年度 平成４年度 する。
ただし、整備について、検討中。 基地局 香南町役場　本庁舎内 ・各無線施設の接続方法については、合併

屋外拡声子局数 ４局 時までに調整する。
戸別受信機設置数 １，７４６戸 ・戸別受信機設置補助については、合併時
周波数 ６８．５５ＭＨｚ までに調整するものとする。

３　戸別受信機 　該当なし。 　設置資格
①町内在住者②公共機関③町内事業所等
④その他必要と認めるもの 　高松市においてシステムの更新等を行うま

　設置補助 での間、現行のとおり運用するものとする。
設置工事費の４分の３以内 　戸別受信機設置補助については、合併時

までに調整するものとする。

　※　移動系無線
車載型や携帯型の陸上移動無線局と基地局で通信を行うものであり、主として自治体内の通信手段。

　※ 同報系無線
市町村庁舎と屋外拡声器や家庭内の戸別受信機を結び、地域住民への災害情報の伝達に活用されるもので、災害の
予警報を一斉通報する同報通信方式が特徴的な利用形態。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４-１８　消防防災関係事業 部　 会 　名 総　　　　務

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 防災行政無線

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　南　　　　　　　町
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 協議第３１～３３号資料 
 
 
 

「「そそのの他他のの事事業業ににつついいてて」」にに関関すするる資資料料  
 
 
 

（協議第３１号） 市 ・ 町 民 褒 章 制 度 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５０ 

（協議第３２号） 葬 斎 関 係 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・５１～５３ 

（協議第３３号） 青 少 年 健 全 育 成 事 業 に つ い て ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５４ 
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１　名誉市・町民 【制度の概要】 　該当なし。
（主旨）

（根拠）
　高松市名誉市民条例
（名誉市民数）
　２名（故人）

２　市・町政功労 【制度の概要】 【制度の概要】
　　賞

３　市・町民栄誉 【制度の概要】 　該当なし。
　　賞

（根拠）　高松市市民栄誉賞要綱
（贈呈状況）　１名

　町内における善行美績を顕彰するため表彰する。
受賞後の待遇は、特に設けていない。

（贈呈状況）
　毎年１５～２０名程度表彰

・香南町では、名誉町民及び町民栄誉賞を
設けていない。
・市・町政功労賞制度に差異がある。

　高松市の制度に統一する。

（主旨）

（根拠）　高松市表彰条例

　本市の公益の増進に寄与し、または市政の振興発
展に尽力し、功労が顕著な者を、毎年２月１５日の市
制施行記念日に表彰する。受賞者には、式典への
招待や死亡時の弔辞等の待遇を設けている。

（主旨）

（根拠）　香南町表彰規則
（贈呈状況）
　毎年４～５名程度表彰

（主旨）　高松市の誇りとなり、市の印象、評判を高め
た個人・団体を表彰。

　香南町の町政功労者については、表彰
後の待遇を設けていないため、高松市の待
遇措置は適用しないものとする。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－２２　その他の事業（市・町民褒章制度） 部　 会 　名 総　　　務

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

　高松市民または高松市に縁故の深い者で、広く社
会の進展、学術文化の興隆に貢献し、その功績が卓
絶しており、郷土の誇りとして市民から尊敬されてい
る者に対し、名誉市民の称号を贈り、顕彰し、市の式
典への参列や死亡の際における相当の礼をもって
する弔慰など、事後の待遇措置を設けている。

分　　　　類 市・町民褒章制度

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町
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１　利用の対象 　町内に住所を有する者が死亡した場合の葬儀 　葬儀の種類に差異がある。

及び町内に住所を有する者が喪主となる場合の
葬儀で、かつ、香川郡（直島町を除く。）内の火葬
場において火葬に付す場合に適用する。

２　指定業者 （要件） （要件）
　町民葬儀の取扱いに必要な飾付道具等を完備
している者。

　高松市の制度に統一する。
　ただし、やすらぎ苑葬については、協定

３　種類・料金等 　○斎場公園葬 　○やすらぎ苑葬 １２０，０００　円 項目第１６号「一部事務組合等の取扱い」
Ａ型　　　２３０，０００　円 　○自宅葬・民営会館葬・寺院葬等 の協議を踏まえ、合併時までに調整する。
Ｂ型 　　　１３０，０００　円 Ａ型　　　２３０，０００　円

Ｂ型 　　　１３０，０００　円
※ 　１　霊柩車の使用については、宮型霊柩車を
　　　除く。 ※ 　霊柩車の使用については、宮型霊柩車を
　２　利用料金には、式場の使用料を含むもの 　除く。
　　　とする。

　高松市の制度に統一する。
　○自宅葬・民営会館葬・寺院葬等 　ただし、やすらぎ苑葬については、協定
Ａ型　　　２３０，０００　円 項目第１６号「一部事務組合等の取扱い」
Ｂ型 　　　１３０，０００　円 の協議を踏まえ、合併時までに調整する。

※ 　１　霊柩車の使用については、宮型霊柩車を
　　　除く。

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 市・町民葬儀

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

　死亡時に市内に住所を有した者または死亡時に市
外の福祉施設、病院等に入所、入院等をし、当該施
設等に住所を有した者の葬儀（市外死亡者の葬儀に
あっては、喪主が市内に住所を有する場合に限る。）
を行う場合に限るものとする。

　市民葬儀取扱いの指定を受けようとする者の申請
に基づき、葬儀業者として市内において２年以上の
経験を有する者で、市民葬儀の取扱いに必要な飾
付道具等を完備している者を市長が指定する。

問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－２２　その他の事業（葬斎関係事業） 部　 会 　名 市　　　民
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１　運営主体 　高松市 　香川南部葬斎場組合（やすらぎ苑） ・運営主体に差異がある。
　（高松市斎場公園） 　（一部事務組合） ・高松市では、火葬施設の市内使用料につ

いて、有料化を検討中である。

２　施設概要 　【参考】
　（開設日） 　香川南部葬斎場組合（やすらぎ苑）　概要
平成４年４月１日 　（開設日）

　（構造・規模） 平成８年１月１日
鉄筋コンクリート造　　平屋建一部２階建 　（構造・規模）

　（火葬部門） 鉄筋コンクリート造　　平屋建

火葬炉 １０基（大型炉　２基、普通炉　８基） 　（火葬棟） ・合併後において、香南町地域の住民は、
汚物炉 　１基 告別室 ２室 高松市斎場公園を使用することができる
エントランスホール 見送りホール ものとする。
告別室 ３室 火葬施設 ５基（大型炉　５基） ・香川南部葬斎場組合の施設の使用につ
収骨室 ２室 収骨室 ２室 いては、協定項目第１６号「一部事務組合
霊安室 霊安室 等の取扱い」の協議を踏まえ、住民サービ
会議室 　（斎場棟） スの変化を来さないことを基本に、合併時

　（斎場部門） 斎場 １室 までに調整する。
式場 １室 待合室 ２室
斎場ホール 　（待合棟）
控室 ３室 待合ロビー　　

　（待合部門） 待合室 　　　 ３室（和室　３室） 　高松市の制度に統一する。
待合室 ５室（和室　３室、洋室　２室） 　（動物炉棟） 　ただし、香川南部葬斎場組合の施設の使
待合ホール 動物用焼却炉　　１基 用については、協定項目第１６号「一部事
障害者用便所 務組合等の取扱い」の協議を踏まえ、住民

サービスの変化を来さないことを基本に、合
併時までに調整する。

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－２２　その他の事業（葬斎関係事業） 部　 会 　名 市　　　民

調　　　　　　整　　　　　　案

分　　　　類 葬斎場

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題

対　　　　　　応　　　　　　策
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３　施設使用料 　【参考】
　香川南部葬斎場組合（やすらぎ苑）使用料

　※　市内・・・市内に住所を有する者
　※　市外・・・市内に住所を有しない者

対　　　　　　応　　　　　　策

調　　　　　　整　　　　　　案

問　　題　　点　　・　　課　　題

分　　　　類 葬斎場

現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況
項　　　　目 高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　　　　　　　南　　　　　　　町

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－２２　その他の事業（葬斎関係事業） 部　 会 　名 市　　　民

通夜

待
合
室

斎
　
場

火
葬
棟
施
設

火葬

１２歳以上

待
合
室

待
合
棟

霊
安
室

初七日

告別式 １時間３０分以内

１８時間以内

２５時間以内

１２歳未満

死産児

改葬遺骸

系統解剖遺体

生体分離肢体

産汚物等

区　　　　　分 単　位

系統解剖遺体

１体

１体

１胎

１体

４２時間以内

４９時間以内

主部１体分

１体分

１人分

残部１体分

１室

１回

１回

１回

１回

１回

5,000円

5,000円

5,000円

30,000円

40,000円

54,000円

10,000円

5,000円

5,000円

10,000円

3,000円

88,000円

102,000円

40,000円

20,000円

20,000円

40,000円

20,000円

20,000円

料　　　　　金
管外住民管内住民

20,000円 80,000円

20,000円

炉
棟
動
物

遺体の安置

犬猫等のペットの焼却

40,000円10,000円２４時間まで

１体 5,000円 20,000円

１　火葬施設使用料

　※　市内の使用料について、有料化を検討中。

２　式場使用料

死
体

区　　　　分 単位

１体

１体

大人（１２歳以上）

小人（１２歳未満）

市　外

１胎

市　内
使　　　用　　　料

無　　　料

無　　　料

無　　　料死　　　産　　　児

40,000円

20,000円

13,000円

使　　用　　単　　位
使　用　料
（単位当たり）

市内　　31,500円

市外　　63,000円

午　　　　　前
（午前９時～正午）

午　　　　　後
（午後零時３０分～午後３時３０分）
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　香川南地区少年育成協議会が設置している香川
南地区少年育成センターにおいて運営

　他の事業については、少年育成センター （塩江町・香川町・香南町で構成）

・巡視補導業務 ・巡視補導業務
　　問題行動や非行防止のための巡視補導を行う。
・相談業務 ・相談業務
　　青少年の多様な悩みに相談対応する。
・地区住民会議サポート ・地区住民会議サポート
　　地域住民の健全育成活動を支援する。
・不登校対策 ・不登校対策

・その他 ・その他
　　環境浄化活動・広報啓発活動・研修等を行う。

調　　　　　　整　　　　　　案

対　　　　　　応　　　　　　策

・実施主体に差異がある。
・高松市の制度に統一した場合、香南町地
域の不登校対策（適応指導教室事業）に
ついては、通級の距離が遠くなる。

　高松市の制度に統一する。
　ただし、香南町地域における青少年健全
育成事業については、合併年度に限り、現
行のとおりとする。
　なお、香南町地域における不登校対策
（適応指導教室事業）については、現行の
とおりとする。

　高松市の制度に統一する。
　ただし、香南町地域における青少年健全
育成事業については、合併年度に限り、現
行のとおりとする。
　香南町地域における不登校対策（適応指
導教室事業）については、現行のとおりと
する。
　なお、香川南地区少年育成協議会の組
織等に変更の必要が生じた場合について
は、改めて協議する。

　　高松市塩上町に適応指導教室「虹の部屋」を設
　置し、不登校の児童生徒の相談・指導等不登校対
　策を展開

行政制度等現況調書・調整方針

協 定 項 目 ２４－２２　その他の事業（青少年健全育成事業） 部　 会 　名 教　　　　育

　　 生徒の相談・指導等不登校対策を展開

分　　　　類 青少年健全育成事業

高　　　　　　　松　　　　　　　市 香　      　 　南　       　　町 問　　題　　点　　・　　課　　題
現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　況

項　　　　目

　２　事業内容

　1　実施主体 　高松市が運営
　不登校対策事業については、教育文化研究所

  　高松市と同じ。

  高松市と同じ。

  高松市と同じ。

  高松市と同じ。

　　 香川町に適応指導教室を設置し、不登校の児童

 


